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第
71
回
け
し
け
し
祭

青
木
繁
を
偲
ん
で

　
「
第
71
回
け
し
け
し
祭
り
」が
令
和
6
年
3
月

23
日
（土）
順
光
寺
と
兜
山
に
お
い
て
開
催
さ
れ
た
。

青
木
繁
碑
前
祭
で
あ
る
。

　
貸
し
切
り
バ
ス
は
、日
吉
神
社
の
前
に
停
車
し

て
い
た
。乗
り
込
む
と
、ほ
ぼ
満
席
の
状
態
。チ
ン

チ
ン
電
車
の
面
構
え
に
似
せ
た
喫
茶
店
が
目
に

入
る
。思
い
出
し
た
よ
う
に
、日
吉
町
停
留
所
の

記
憶
が
よ
み
が
え
る
。遠
い
昔
、こ
の
場
所
に
ミ

ル
ク
プ
ラ
ン
ト
が
あ
り
、お
も
ち
ゃ
の
よ
う
な
チ

ン
チ
ン
電
車
が
、鐘
を
鳴
ら
し
な
が
ら
、日
吉
町

停
留
所
か
ら
出
発
し
て
い
た
。頭
を
つ
ぶ
し
た
三

寸
釘
を
レ
ー
ル
に
並
べ
、ペ
シ
ャ
ン
コ
に
し
た
釘

の
手
裏
剣
に
し
て
投
げ
て
い
た
、曖
昧
な
幼
い
記

憶
が
呼
び
覚
ま
さ
れ
る
。

　
さ
か
の
ぼ
る
こ
と
昭
和
二
十
三
年
、と
も
に
上

野
の
美
術
学
校
で
学
ん
だ
坂
本
繁
二
郎
の
筆
に

な
る「
母
い
ま
す
国
」の
歌
碑
が
兜
山（
け
し
け

し
山
）に
建
て
ら
れ
た
。そ
れ
は
薄
幸
の
天
才
に

捧
げ
る
哀
悼
慕
情
の
石
碑
だ
っ
た
。そ
の
時
を

始
ま
り
と
し
て
今
日
ま
で
営
々
と
続
い
て
い
る

の
が「
け
し
け
し
祭
り
」で
あ
り
、の
ち
に
主
催

団
体
と
な
っ
た
久
留
米
連
合
文
化
会
に
よ
る
献

花
、献
茶
、献
詩
、献
歌
、献
句
、献
書
、献
舞
等
が

奉
納
さ
れ
、山
本
小
学
校
児
童
に
よ
る「
母
い
ま

す
国
」（
福
田
蘭
童
作
曲
）ー
｟
わ
が
国
は　
筑

紫
の
国
や　
白
日
別　
母
い
ま
す
国　
櫨
お
お

き
国
｠
の
合
唱
を
聞
き
な
が
ら
、石
碑
に
か
っ

ぽ
酒
を
か
け
て
慰
霊
す
る
の
が
、大
い
な
る
マ

ン
ネ
リ
ズ
ム
と
化
し
伝
統
へ
と
昇
華
し
て
い
こ

う
と
し
て
い
る
。

１
、開
祭
の
言
葉　
司
会
、

　
　
向
坂
万
基
子（
久
留
米
連
合
文
化
会　
代
表
理
事
）

２
、献
酒
、

原
口
新
五（
久
留
米
市
長
）・
吉
冨
巧（
久
留

米
市
議
会
議
長
）・
井
上
謙
介（
久
留
米
市
教

育
委
員
会
教
育
長
）・
鳩
山
二
郎（
衆
議
院
議

員
）・
高
山
喜
一
郎（
親
族
）・
橋
本
安
彦（
久

留
米
文
化
推
進
協
議
会
副
会
長
）・
植
田
祐

一（
西
日
本
新
聞
久
留
米
総
局
長
）・
大
橋
勝

己（
久
留
米
文
化
振
興
会
常
務
理
事
）・
木
下

昇（
久
留
米
観
光
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
国
際
交

流
協
会
常
務
理
事
）・
内
野
博
夫（
久
留
米
連
合

文
化
会　
　

会
長
）・
深
山
和
義（
山
本
校
区
振
興

会
会
長
）・
荒
木
康
博（
青
木
繁
旧
居
保
存
会

会
長
）・
青
木
耕
生（
親
族
）・
久
我
敏
博（
久

留
米
連
合
文
化
会　
美
術
部
門
代
表
）　

３
、祭
文
、原
口
新
五　
（
久
留
米
市
長
）　

４
、献
歌
、山
本
小
学
校
３
年
生
児
童
に
よ
る

　
　
青
木
繁
研
究
の
発
表
、「
母
い
ま
す
国
」合
唱　

５
、献
花
、原
口
和
子　
（
久
留
米
連
合
文
化
会　
華
道
部
）　

６
、献
茶
、増
崎
宗
寿　
（
久
留
米
連
合
文
化
会　
茶
道
部
）　

７
、献
書
、城
崎
惠
華　
（
久
留
米
連
合
文
化
会　
書
道
部
）　

８
、献
句
、吉
田
い
ず
み（
久
留
米
連
合
文
化
会　
俳
句
部
）

　
　
　
　
佐
藤
嘉
代
子（
久
留
米
連
合
文
化
会　
川
柳
部
）

９
、献
歌
、竹
下
幸
江　
（
久
留
米
連
合
文
化
会　
短
歌
部
）

10
、主
催
者
挨
拶

　
　
　
　
内
野
博
夫　
（
久
留
米
連
合
文
化
会　
会
長　

11
、地
元
代
表
挨
拶

　
　
　
　
深
山
和
義　
（
山
本
校
区
振
興
会
会
長
）　

12
、親
族
代
表
挨
拶　
高
山
喜
一
郎　

13
、閉
祭
の
言
葉

2



久
留
米
連
合
文
化
会 

会
長
　
内
野
　

博
夫

 

定
期
総
会
を
終
え
て

　
令
和
6
年
4
月
27
日
、創
世
に
於
い
て
令
和
６

年
度
の
久
留
米
連
合
文
化
会
定
期
総
会
を
滞
り

な
く
開
催
で
き
ま
し
た
こ
と
を
心
よ
り
嬉
し
く

思
い
ま
す
。

　
今
回
の
総
会
議
案
は
、

第
1
号
議
案　
令
和
５
年
度
事
業
報
告
並
び
に

　
　
　
　
　
　

決
算
承
認
・
監
査
報
告
、

第
2
号
議
案　
令
和
６
年
度
事
業
計
画
及
び
予
算
、

第
3
号
議
案　
規
約
改
正
、

　
続
い
て
久
留
米
連
合
文
化
会
表
彰
・
新
会
員

紹
介
と
粛
々
と
進
み
ま
し
た
。

　
総
会
後
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
懇
親
会
に
は
、原

口
新
五
久
留
米
市
長
、吉
冨
巧
久
留
米
市
議
会
議

長
、そ
し
て
昨
年
度
３
月
に
退
職
さ
れ
た
竹
村
様

１
、開
祭
の
言
葉　
司
会
、

　
　
向
坂
万
基
子（
久
留
米
連
合
文
化
会　
代
表
理
事
）

２
、献
酒
、

原
口
新
五（
久
留
米
市
長
）・
吉
冨
巧（
久
留

米
市
議
会
議
長
）・
井
上
謙
介（
久
留
米
市
教

育
委
員
会
教
育
長
）・
鳩
山
二
郎（
衆
議
院
議

員
）・
高
山
喜
一
郎（
親
族
）・
橋
本
安
彦（
久

留
米
文
化
推
進
協
議
会
副
会
長
）・
植
田
祐

一（
西
日
本
新
聞
久
留
米
総
局
長
）・
大
橋
勝

己（
久
留
米
文
化
振
興
会
常
務
理
事
）・
木
下

昇（
久
留
米
観
光
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
国
際
交

流
協
会
常
務
理
事
）・
内
野
博
夫（
久
留
米
連
合

文
化
会　
　

会
長
）・
深
山
和
義（
山
本
校
区
振
興

会
会
長
）・
荒
木
康
博（
青
木
繁
旧
居
保
存
会

会
長
）・
青
木
耕
生（
親
族
）・
久
我
敏
博（
久

留
米
連
合
文
化
会　
美
術
部
門
代
表
）　

３
、祭
文
、原
口
新
五　
（
久
留
米
市
長
）　

４
、献
歌
、山
本
小
学
校
３
年
生
児
童
に
よ
る

　
　
青
木
繁
研
究
の
発
表
、「
母
い
ま
す
国
」合
唱　

５
、献
花
、原
口
和
子　
（
久
留
米
連
合
文
化
会　
華
道
部
）　

６
、献
茶
、増
崎
宗
寿　
（
久
留
米
連
合
文
化
会　
茶
道
部
）　

７
、献
書
、城
崎
惠
華　
（
久
留
米
連
合
文
化
会　
書
道
部
）　

８
、献
句
、吉
田
い
ず
み（
久
留
米
連
合
文
化
会　
俳
句
部
）

　
　
　
　
佐
藤
嘉
代
子（
久
留
米
連
合
文
化
会　
川
柳
部
）

９
、献
歌
、竹
下
幸
江　
（
久
留
米
連
合
文
化
会　
短
歌
部
）

10
、主
催
者
挨
拶

　
　
　
　
内
野
博
夫　
（
久
留
米
連
合
文
化
会　
会
長　

11
、地
元
代
表
挨
拶

　
　
　
　
深
山
和
義　
（
山
本
校
区
振
興
会
会
長
）　

12
、親
族
代
表
挨
拶　
高
山
喜
一
郎　

13
、閉
祭
の
言
葉

の
後
任
と
し
て
廣
松
市
民
文
化
部
長
を
は
じ
め
、

多
く
の
ご
来
賓
の
皆
様
の
ご
参
加
を
い
た
だ
き
、

盛
大
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
こ
と
を
非
常
に
嬉
し

く
思
い
ま
す
。ま
た
久
留
米
市
表
彰
受
賞
者
紹
介

で
は
、市
政
功
労
者
と
し
て
洋
舞
部
の
斎
藤
勝
氏
、

芸
術
奨
励
賞
受
賞
の
文
化
交
流
部
の
西
田
麻
美

氏
・
洋
楽
部
の
長
谷
川
ゆ
か
氏
３
名
に
花
束
の

贈
呈
が
行
わ
れ
、受
賞
の
各
氏
か
ら
は
久
留
米
の

文
化
向
上
に
ま
す
ま
す
貢
献
し
て
い
き
た
い
と

の
熱
い
決
意
が
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。３
名
の
方
々

の
受
賞
は
、連
合
文
化
会
と
し
て
誇
ら
し
く
も
あ

り
非
常
に
喜
ば
し
い
こ
と
で
す
。

　
第
２
号
議
案
で
提
示
さ
れ
た
本
年
度
予
算
の

事
業
費
は
昨
年
度
に
比
べ
て
、14
％
の
減
、69
万

円
の
削
減
と
な
っ
て
い
ま
す
。こ
れ
ま
で
繰
越
し

金
の
運
用
な
ど
で
予
算
組
み
を
行
っ
て
き
ま
し

た
が
、例
年
並
み
の
予
算
の
立
案
が
難
し
い
状
況

と
な
り
ま
し
た
。こ
れ
ら
の
原
因
は
、会
員
数
の

減
少
が
大
き
な
要
因
と
な
っ
て
い
ま
す
。文
化
団

体
の
会
員
数
の
減
少
は
福
岡
県
下
の
み
な
ら
ず
、

全
国
の
文
化
団
体
の
最
重
要
課
題
と
な
っ
て
い

ま
す
が
、解
決
策
を
見
つ
け
ら
れ
ず
に
い
る
の
が

現
状
で
す
。高
齢
化
を
要
因
と
す
る
減
少
、若
年

層
の
入
会
の
忌
避
な
ど
状
況
の
把
握
は
で
き
る

の
で
す
が
、改
善
案
は
見
つ
か
り
ま
せ
ん
。一
つ

の
方
法
と
し
て
は
、各
部
の
部
員
２
名
の
推
薦
を

受
け
、部
内
の
承
諾
が
あ
れ
ば
私
た
ち
の
仲
間
と

し
て
新
し
く
お
迎
え
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。会

員
の
皆
さ
ん
の
周
り
に
一
緒
に
活
動
で
き
る

方
々
が
い
ら
っ
し
ゃ
ら
な
い
で
し
ょ
う
か
、「
招

待
の
記
」に
も
あ
る
よ
う
に
三
顧
の
礼
を
持
っ
て

新
入
会
員
の
皆
さ
ん
を
お
迎
え
し
て
い
け
た
ら

と
思
い
ま
す
。こ
れ
か
ら
も
、理
事
の
皆
さ
ん
を

は
じ
め
、各
部
会
員
の
皆
さ
ん
と
共
に
思
考
を
巡

令
和
6
年
度
　
久
留
米
連
合
文
化
会

く
だ

さ
れ
た
く

ご
う

つ
い

う
ち

な
き
が
ら

● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

明
治
四
十
四
年
三
月
二
十
五
日
、健
康
と
愛
情
と

ツ
キ
か
ら
も
見
放
さ
れ
、二
十
八
歳
の
若
さ
で
世

を
去
る
青
木
繁
が
病
床
に
伏
し
な
が
ら
、姉
妹
に

宛
て
た
手
紙
に
は
次
の
よ
う
な
一
文
が
残
っ
て

い
る
。

〜
今
度
は
と
て
も
こ
の
病
院
の
門
を
出
る
こ
と

と
は
期
し
居
ら
ず
、〜
今
の
中
に
皆
様
へ
の
是
迄

の
不
考
不
悌
の
罪
を
謝
し
、伴
わ
せ
て
小
生
死
後

の
亡
骸
の
始
末
に
つ
き
一
言
お
願
い
申
し
上
げ

候
〜
小
生
が
苦
し
み
抜
き
た
る
十
数
年
の
生
涯

も
、技
能
も
光
輝
も
な
く
水
の
泡
と
消
え
候
も
、

是
不
幸
な
る
小
生
が
宿
世
の
為
劫
に
て
や
候
べ

き
〜
焼
き
残
り
た
る
骨
灰
は
序
で
の
節
、高
良
山

の
奥
の
け
し
け
し
山
の
松
樹
の
根
に
埋
め
て
被

下
度
、小
生
は
彼
の
山
の
さ
み
し
き
頂
よ
り
、思

い
出
多
き
筑
紫
平
野
を
眺
め
て
こ
の
世
の
怨
恨

と
憤
懣
と
呪
咀
と
を
捨
て
て
静
か
に
永
遠
の
平

安
な
る
眠
り
に
就
く
可
く
候
〜
と
あ
る
。

こ
の
一
文
に
思
い
を
馳
せ
な
が
ら
、バ
ス
は
高
良

山
か
ら
兜
山
へ
の
道
を
辿
っ
て
い
く
。去
年
の
よ

う
な
春
の
嵐
は
御
免
こ
う
む
り
た
い
と
思
う
の

だ
が
、見
え
隠
れ
す
る
桜
花
を
し
り
目
に
、「
テ
ッ

ペ
ン
カ
ケ
タ
カ
」と
、血
反
吐
見
せ
な
が
ら
鳴
く

ホ
ト
ト
ギ
ス
の
鳴
き
声
な
ど
、雨
が
落
ち
そ
う
な

曇
天
か
ら
聞
こ
え
る
は
ず
も
な
い
。そ
し
て
今
年

も
ま
た
、捨
て
き
れ
な
か
っ
た
の
だ
ろ
う
か
、こ

の
世
の
怨
恨
と
憤
懣
と
呪
詛
を
散
り
ば
め
た
春

驟
雨
の
中
、妙
齢
の
御
婦
人
た
ち
の
装
い
を
濡
ら

し
な
が
ら
、青
木
繁
碑
前
祭
は
つ
つ
が
な
く
終

わ
っ
た
。　　
　
　
　
　
　
　
　
（
広
報
委
員
会
）

ら
せ
、策
を
講
じ
て
行
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
会
員
の
皆
様
の
ご
協
力
と
ご
尽
力
を
伏
し
て

お
願
い
致
し
ま
す
。

　
最
後
に
な
り
ま
す
が
、苦
し
い
財
政
状
況
の
中

令
和
6
年
度
予
算
を
策
定
し
て
い
た
だ
い
た
予

算
委
員
会
の
皆
さ
ん
に
熱
く
感
謝
の
意
を
表
し

ま
す
。
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第
70
回

茶
道
部
大
茶
会

　
1
月
28
日
（日）
、９
時
30
分
〜
16
時
、久
留
米
シ

テ
ィ
プ
ラ
ザ
３
階
久
留
米
座
能
舞
台
に
於
い
て

開
催
い
た
し
ま
し
た
。久
留
米
能
楽
五
流（
四
流

一
派
）宝
生
、金
春
、喜
多
、観
世
流
梅
若
、観
世
流

の
各
流
が
集
い
新
春
の
能
舞
台
で
出
演
者
延
べ

２
３
４
名
の
参
加
で
謡
曲
19
番
、仕
舞
13
番
を
披

露
し
ま
し
た
。　

喜
多
流
の
平
均
年
齢
が
78
歳
と
な
り
会
員
の
高

齢
化
が
進
む
現
状
で
す
。 

　
現
在
会
員
は
１
３
１
名
で
来
年
1
月
26
日
に

第
52
回
謡
曲
大
会
を
久
留
米
座
で
開
催
予
定
で

す
。連
合
文
化
会
と
の
共
催
な
の
で
連
文
会
員
の

皆
様
方
に
は
無
料
入
場
券
を
配
布
し
、多
く
の

方
々
に
ご
来
場
頂
き
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上

げ
ま
す
。　　
　
　
　

  （
謡
曲
部
・
中
山 

德
嗣
）

　
令
和
6
年
4
月
14
日
（日）
、第
70
回
連
文
茶
道
部

大
茶
会
を
久
留
米
シ
テ
ィ
プ
ラ
ザ
の
和
室
・
大

会
議
室
・
中
会
議
室
を
会
場
に
開
催
し
ま
し
た
。

第
51
回

久
留
米
謡
曲
連
盟
　

　
　
　
　
　
　
謡
曲
大
会

洋
楽
部
コ
ン
サ
ー
ト

　
　
　
　
「
音
楽
の
贈
り
物
」

　
令
和
6
年
1
月
21
日
（日）
、共
同
ホ
ー
ル
に
て
、

久
留
米
連
合
文
化
会
洋
楽
部
コ
ン
サ
ー
ト【
音
楽

の
贈
り
物
】を
開
催
い
た
し
ま
し
た
。

前
半
は
お
子
様
向
け
、そ
し
て
後
半
は
大
人
の
方

向
け
と
い
う
コ
ン
セ
プ
ト
で
選
曲
を
行
い
、幅
広

い
年
齢
層
の
お
客
様
に
ご
好
評
を
い
た
だ
き
ま

し
た
。

　
沢
山
の
思
い
出
が
詰
ま
っ
た
共
同
ホ
ー
ル
も

3
月
い
っ
ぱ
い
で
閉
館
し
て
し
ま
っ
た
た
め
、こ

の
日
が
共
同
ホ
ー
ル
で
の
最
後
の
演
奏
と
な
る

会
員
も
多
く
、そ
れ
ぞ
れ
が
様
々
な
思
い
を
胸
に
、

熱
の
こ
も
っ
た
演
奏
を
行
い
ま
し
た
。

　
こ
の
コ
ン
サ
ー
ト
を
通
し
て
、39
年
間
、久
留

米
市
の
音
楽
を
支
え
て
く
れ
た
共
同
ホ
ー
ル
に

感
謝
の
気
持
ち
を
伝
え
ら
れ
た
こ
と
を
嬉
し
く

思
っ
て
お
り
ま
す
。　
（
洋
楽
部
・
稲
吉　
え
り
な
）

Bey
on
d 

t
he 

Bor
ders

　
2
0
2
4
年
2
月
25
日
（土）
、久
留
米
シ
テ
ィ
プ

ラ
ザ
久
留
米
座
に
て
B
e
y
o
n
d 

t
h
e 

B
o
r
d
e
r
s 　
2
を
開
催
し
ま
し
た
。

　
2
0
2
3
年
、1
回
目
の
欲
張
り
な
内
容
は
い

ろ
ん
な
と
こ
ろ
に
皺
寄
せ
が
あ
り
、反
省
も
込
め

て
今
回
は
シ
ン
プ
ル
に
、ブ
ル
ー
グ
ラ
ス
バ
ン
ド

「
ハ
ッ
チ
ャ
リ
ー
ズ
」と
ゴ
ス
ペ
ル「
プ
レ
シ
ャ

ス
・
ゴ
ス
ペ
ル
」そ
れ
に
J
a
z
z「
西
田
麻
美

カ
ル
テ
ッ
ト
」の
三
本
立
て
！

　
ラ
イ
ブ
ハ
ウ
ス
感
を
出
す
た
め
に
ス
テ
ー
ジ

に
は
バ
ー
カ
ウ
ン
タ
ー
を
セ
ッ
ト
し
、バ
ー
テ
ン

ダ
ー
に
扮
し
た
司
会
が
コ
ン
サ
ー
ト
を
進
め
て

い
く
と
い
う
遊
び
心
も
取
り
入
れ
て
み
ま
し
た
。

　
来
年
の
2
月
に
3
回
目
を
企
画
中
で
す
が
、次

回
の
テ
ー
マ
は「
若
い
世
代
と
の
コ
ラ
ボ
」で
す
。

音
楽
が
紡
い
で
い
く
世
代
を
超
え
た
セ
ッ
シ
ョ

ン
に
ご
期
待
く
だ
さ
い
。

　
　
　
　
　
　
　

 （
文
化
交
流
部
・
丸
山 　
幸
一
）

　
新
緑
の
美
し
い
好
季
節
の
中
、当
日
は
初
夏

の
よ
う
な
真
夏
日
で
し
た
が
、多
勢
の
お
客
様
を

お
迎
え
し
て
の
大
茶
会
に
コ
ロ
ナ
で
自
粛
し
て

ま
し
た
茶
会
も
各
流
派
工
夫
さ
れ
た
茶
席
に
連

文
会
長
様
ご
臨
席
の
も
と
、楽
し
ま
れ
て
い
る
お

客
様
方
で
溢
れ
平
常
に
も
ど
り
つ
つ
あ
る
喜
び

を
感
じ
た
茶
会
で
し
た
。

　
近
年
、茶
道
人
口
が
減
少
し
て
お
り
ま
す
が
、

未
経
験
者
に
こ
の
大
茶
会
に
参
加
し
て
い
た
だ

き
、茶
道
を
通
じ
て
日
本
文
化
に
触
れ
人
生

1
0
0
年
時
代
を
心
豊
か
に
と
思
う
昨
今
で
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
茶
道
部
・
石
井　
宗
久
）

vol.
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第
50
回
連
文
書
道
部
書
作
家
展

　
令
和
6
年
5
月
29
日
（水）
か
ら
6
月
2
日
（日）

ま
で
、久
留
米
市
美
術
館
１
階
ギ
ャ
ラ
リ
ー

に
お
い
て
、書
道
部
51
名
に
よ
る
書
作
家
展

を
開
催
し
ま
し
た
。

　
子
ど
も
か
ら
大
人
ま
で
幅
広
い
年
代
の
方

に
親
し
ん
で
も
ら
え
る
よ
う「
童
謡
・
唱
歌
・

日
本
昔
ば
な
し
」を
テ
ー
マ
に
設
定
し
、漢
字
、

か
な
、篆
刻
等
で
表
現
し
た
作
品
を
約

1
3
0
点
展
示
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、今
回
は
第
50
回
と
い
う
大
き
な
節

目
を
迎
え
た
こ
と
を
記
念
し
、遺
作
展
を
同

時
開
催
し
ま
し
た
。久
留
米
連
合
文
化
会
書

道
部
の
活
動
を
け
ん
引
さ
れ
て
き
た
諸
先
輩

方
に
よ
る
渾
身
の
作
の
数
々
を
一
堂
に
展
示

し
、そ
の
活
躍
の
一
端
を
来
場
者
の
皆
様
に

も
知
っ
て
頂
く
こ
と
が
で
き
た
と
考
え
て
お

り
ま
す
。

　
さ
ら
に
、第
50
回
記
念
の
も
う
一
つ
の
企
画

と
し
て
、来
場
者
に
抽
選
で
色
紙
等
の
プ
レ
ゼ

ン
ト
も
行
い
、多
く
の
方
に
喜
ん
で
頂
く
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。

　
会
期
中
は
天
気
に
も
恵
ま
れ
、来
場
者
数
は

５
日
間
で
約
1
3
2
0
名
と
こ
れ
ま
で
以
上

に
多
く
の
方
に
ご
鑑
賞
い
た
だ
き
、盛
会
の
う

ち
に
終
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
今
後
も
多
く
の
方
に
書
の
魅
力
に
触
れ
て

楽
し
ん
で
も
ら
い
、書
道
文
化
の
振
興
に
繋
げ

て
い
く
た
め
、試
行
錯
誤
し
な
が
ら
活
動
の
輪

を
広
げ
て
い
け
た
ら
と
考
え
て
い
ま
す

　
　
　
　
　
　
　
　　
（
書
道
部
・
伊
藤
花
珠
）

第
17
回

連
文
工
芸
部
作
品
展

　
令
和
6
年
5
月
14
日
（火）
か
ら
19
日
（日）
の
会
期

で
工
芸
部
作
品
展
を
久
留
米
市 

一
番
街
多
目
的

ギ
ャ
ラ
リ
ー
に
お
い
て
開
催
し
ま
し
た
。天
候
に

も
恵
ま
れ
、計
3
5
8
名
の
方
々
に
来
場
い
た
だ 

き
ま
し
た
。

　
昨
年
ま
で

と
異
な
り
、

会
員
の
皆
様

か
ら
過 

去

作
含
む
2
点

以
上
を
出
展

い
た
だ
く
事

で
、よ
り
多

く 

の
作
品

を
展
示
し
豪

華
で
見
応
え

の
あ
る
展
示

会
と
す
る 

事
が
出
来
ま

し
た
。ま
た
、

今
年
は
ガ
ラ
ス
工
芸
作
家
の 

石
田
さ
ん
の
入
会

に
よ
り
工
芸
作
品
の
分
野
を
広
げ
る
事 

が
で
き
、

非
常
に
充
実
し
た
作
品
展
を
開
催
す
る
事
が
出 

来
ま
し
た
。

　
会
員
の
高
齢
化
が
進
む
中
、色
々
と
大
変
な 

事
も
あ
り
ま
す
が
同
じ
志
を
持
つ
仲
間
同
士
、協

力
し
合
い
な
が
ら
新
た
な
作
品
作
り
に
取
組
ん

で
行
き
た
い
と
考 

え
て
い
ま
す
。 

 
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
工
芸
部
・
廣
藤 

圭
）

第
11
回

連
文
水
墨
画
部
展

　
令
和
6
年
7
月
23
日
（火）
か
ら
28
日
（日）
、久
留
米

市
一
番
街
多
目
的
ギ
ャ
ラ
リ
ー
に
於
い
て
開
催

し
ま
し
た
。

　
水
墨
画
部
展
は
二
年
に
一
度
開
催
し
て
い
ま

す
が
、今
年
は
猛
暑
の
中
で
も
鑑
賞
し
て
頂
き
感

謝
し
て
い
ま
す
。

　
お
気
に
入
り
の
作
品
を
写
真
に
撮
っ
た
り
、質

問
が
あ
っ
た
り
、会
場
の
中
は
和
や
か
な
雰
囲
気

で
し
た
。

　
来
年
は
会
員
の
ス
ケ
ッ
チ
旅
行
で
す
。良
い
作

品
が
描
け
る
よ
う
会
員
一
同
、努
力
し
て
い
き
た

い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　　
（
水
墨
画
部
・
古
賀 

利
恵
）
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令
和
6
年
1
月
29
日
（月）
か
ら
2
月
4
日
（日）

ま
で
え
ー
る
ピ
ア
久
留
米
2
階
市
民
ギ
ャ
ラ

リ
ー
に
於
い
て
開
催
し
ま
し
た
。 

　
洋
画
部
、デ
ザ
イ
ン
部
、書
道
部
会
員
で
審

査
を
行
い
、絵
画
は
応
募
数 

2
2
7
9
点
・

入
選
1
8
2
点
・
入
賞
86
点
、 書
道
は

1
1
1
0 

点
・
入
選
4
5
6
点
・
入
賞
97
点 

で
し
た
。

　
コ
ロ
ナ
禍
で
の
w
e
b
展
示
か
ら
実
物
展

示
に
戻
し
、ジ
ュ
ニ
ア
青
木
繁
展
大
賞
を
は

じ
め
特
別
賞
・
優
秀
賞
・
奨
励
賞
・
佳 

作
の 

入
賞
作
品
1
8
3
点
を
展
示
し
表
彰
し
ま
し

た
。ま
た
、会
場
を
市
役
所
か
ら
移
し
絵
画
・

書
道
同
会
場
に
し
た
こ
と
で
ジ
ュ
ニ
ア
青
木

繁
展
の
全
体
を
ご
覧
い
た
だ
け
、相
互
の
交

流
も
で
き
ま
し
た
。

第
58
回

仲
縄
忌
俳
句
大
会

◎
　◎

　

　
6
月
27
日
（火）
、南
薫
校
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン

タ
ー
に
て
仲
縄
忌
俳
句
大
会
を
行
い
ま
し
た
。

　
当
日
は
、大
雨
注
意
報
が
出
る
空
模
様
で
し
た

が
、大
会
参
加
者
は
、日
の
丸
の
白
が
眩
し
い
墓

所
や
庭
園
を
巡
り
、万
緑
の
中
の
捩
花
や
夏
萩
・

梅
雨
茸
を
見
つ
け
て
は
作
句
に
取
り
組
み
、そ
の

後
、本
堂
前
の
テ
ン
ト
の
参
列
者
席
に
移
動
し
、

裏
千
家
淡
交
会
の
接
待
を
受
け
つ
つ
、墓
前
祭
の

開
式
を
待
ち
ま
し
た
。

　
雨
音
の
途
切
れ
な
い
中
、十
一
時
に
式
が
始
ま

り
、読
経
や
献
茶
・
献
酒
が
な
さ
れ
、テ
ン
ト
中

に
響
く
献
吟
の
声
に
聞
き
入
っ
た
も
の
で
し
た
。

　
選
者
の
特
選
句（
◎
）佳
作
は
次
の
と
お
り
で

す
。

　
　
　
　
　
大
力
　

妙
子
　

選

万
緑
の
寺
の
一
角
墓
前
祭

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
野
口
　

桂
子

献
吟
の
声
が
梅
雨
空
突
き
抜
け
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
野
口
　

桂
子

志
士
の
忌
に
集
ふ
一
門
梅
雨
最
中

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
宮
﨑
み
ゆ
き

　
　
　
　
吉
田
　

い
ず
み
　

選

志
士
眠
る
久
留
米
の
緑
洗
ふ
雨

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
大
力
　

妙
子
　

仲
縄
忌
準
備
に
余
念
な
き
人
ら

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
大
坪
　

久
美
枝
　

雨
音
に
消
さ
る
る
読
経
以
白
の
忌

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
宮
﨑
　

み
ゆ
き

　
　
　
　
　
　
　　（
俳
句
部
・
吉
田
　

い
ず
み
）

6

第
23
回
ジ
ュ
ニ
ア
青
木
繁
展

﹇
搬
入
日
﹈12
／
9
　

（月）
〜
13
　

（金）
　

﹇
搬
入
場
所
﹈連
文
事
務
局

作品募集 大
賞　
　

書
道
の
部

南
小
学
校
2
年
　
か
と
う 

真
悠
さ
ん
　
　

　「
か
わ
」と
い
う
字
。　
力
強
く
の
び
の
び
と

書
か
れ
、名
前
に
至
る
ま
で
、て
い
ね
い
に
か

か
れ
て
い
ま
す
。

　
し
っ
か
り
と
止
め
、ハ
ネ
、ハ
ラ
イ
、す
べ
て

が
よ
く
で
き
て
お
り
、　
す
ば
ら
し
い
作
品
で

し
た
。　
　
　
　
　
　（
書
道
部
・
豊
福 

桂
舟
）

大
賞　
　

絵
画
の
部
　
　

春
日
原
小
学
校
2
年
　
金
澤
　

美
空
さ
ん

　
画
面
を
大
き

く
使
っ
て
、焼
き

魚
を
ほ
お
ば
る

女
の
子
二
人
の

姿
を
色
彩
豊
か

に
描
い
て
あ
り

ま
す
。表
情
や
し

ぐ
さ
な
ど
の
表

現
が
と
て
も
個
性
的
で
存
在
感
の
あ
る
作
品

で
す
。　
　
　
　
　　（
洋
画
部
・
宇
美 

拓
哉
）

▲「おいしいお魚」

第
22
回

ジ
ュ
ニ
ア
青
木
繁
展



　「
久
留
米
市
と
モ
デ
ス
ト
市
と
の
姉
妹
都
市

締
結
30
周
年
記
念
事
業
」と
し
て
、合
同
音
楽

祭
が
、5
月
25
日
（火）
2
4
0
人
の
市
民
を
集
め
、

え
ー
る
ピ
ア
久
留
米
視
聴
覚
ホ
ー
ル
で
開
催

さ
れ
ま
し
た
。そ
の
記
念
事
業
の
先
頭
を
切
っ

て
、華
道
部
も
邦
楽
部
み
や
ざ
き
都
先
生
の
箏

演
奏
と
の
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
試
み
、ス

テ
ー
ジ
花
の
デ
モ
ン
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン
を
行

い
ま
し
た
。

　
華
道
部
作
品
の
創
出
は
、大
ホ
ー
ル
に
対
応

し
た
小
石
原
焼
き
の
大
ぶ
り
の
花
器
に
、季
節

も
の
の「
ど
う
だ
ん
つ
つ
じ
」と「
け
む
り
の

き
」を
主
体
に
、そ
の
他
の
花
材
を
使
い
、流
派

を
越
え
た
6
名
の
先
生
方
に
よ
っ
て
取
り
組

み
ま
し
た
。

　
会
場
の
市
民
か
ら
は
、あ
の
大
き
な
器
に
ど

の
よ
う
に
活
け
る
の
か
、と
興
味
を
持
っ
て
見

て
い
た
だ
き
、各
流
派
の
技
を
生
か
し
た
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
よ
ろ
し
く
、20
分
間
の
演

奏
時
間
に
合
わ
せ
て
、会
場
に
相
応
し
い
立
派

な
大
作
を
演
出
す
る
こ
と
が
で
き
、初
め
て
の

体
験
に
一
同
安
堵
す
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

　
休
憩
を
は
さ
ん
で
、モ
デ
ス
ト
市
の
ビ
オ
ラ

奏
者
ア
ン
・
マ
ー
チ
ン
さ
ん
、バ
イ
オ
リ
ン
奏

者
ア
リ
ソ
ン・ペ
ル
テ
ィ
エ
さ
ん
の
カ
ン
ト

書
道
部
研
修
旅
行

　
令
和
6
年
6
月
10 
日
（月）
、書
道
部
6
名
の
参
加

で
、日
本
人
の
美
意
識
を
表
現
す
る
箔
文
化
を
学

ぶ
べ
く
広
島
の「
歴
清
社
」に
研
修
に
行
っ
て
ま

い
り
ま
し
た
。本
金
箔
、本
銀
箔
、洋
金
箔
、ア
ル

ミ
箔
、錫
箔
、銅
箔
、砂
子
等
々
手
仕
事
作
業
で
の

工
場
見
学
を
し
、そ
の
素
晴
ら
し
さ
に
圧
倒
さ
れ

ま
し
た
。そ
の
後
、特
別
な
箔
押
し
技
術
を
習
い

な
が
ら
扇
子
に
箔
押
し
体
験
を
し
て
オ
ン
リ
ー

ン
ワ
ン
の
扇
子
を
仕
上
げ
ま
し
た
。一
同
、工
程
の

7

　
久
留
米
児
童
合
唱
団
で
は
2
0
2
4
年
4
月

28
日
（日）
、石
橋
文
化
ホ
ー
ル
に
於
い
て
、開
催
し
ま

し
た
。

　
今
回
は
、「
世
界
の

う
た
」15
曲
、シ
ネ
マ

ソ
ン
グ
6
曲
、合
唱

ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル「
ふ

し
ぎ
の
国
の
ア
リ

ス
」の
3
部
構
成
で

お
送
り
し
ま
し
た
。

園
児
か
ら
大
学
生
ま

で
の
50
名
が
ス
テ
ー

ジ
狭
し
と
歌
っ
て
踊

り
、大
好
評
を
い
た

だ
い
た
と
こ
ろ
で
す
。

　（
洋
楽
部・樋
口 

豊
）

第
52
回
久
留
米
児
童
合
唱
団
　

　
　
　
　
　
　
　
　
定
期
演
奏
会

　
私
共
、フ
ジ
タ
バ
レ
エ
研
究
所
は
7
月
14
日
（日）
　

に
第
23
回
研
究
生
発
表
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

発
表
会
で
は
久
留
米
本
校
と
朝
倉
、北
野
、田
主

丸
、日
田
、柳
川
、西
日
本
文
化
サ
ー
ク
ル
の
各
教

室
の
生
徒
さ
ん
が
一
堂

に
会
し
、何
回
も
リ

ハ
ー
サ
ル
を
重
ね
て
本

番
を
迎
え
ま
し
た
。普

段
は
接
点
の
な
い
生
徒

さ
ん
達
が
、ま
る
で
旧

知
の
友
人
が
集
ま
っ
た

か
の
よ
う
に
舞
い
踊
る

様
子
に
、バ
レ
エ
芸
術

の
も
つ
魅
力
と
力
を
感

じ
る
の
で
し
た
。

　
　（
洋
楽
部・・

　
　
　
　藤
田 

瑠
理
子
）

第
23
回
フ
ジ
タ
バ
レ
エ
研
究
所

生
花
と
筝
曲
の
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
で
参
加
　

リ
ー
音
楽
な
ど
の
演
奏
の
あ
と
、明
善
高
校

オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
部
と
、モ
デ
ス
ト
市
の
二
人
の

演
奏
家
に
よ
っ
て
、同
校
卒
業
生
で
も
あ
る
作

曲
家
中
村
八
大
さ
ん
の
代
表
作「
上
を
向
い
て

歩
こ
う
」が
演
奏
さ
れ
る
と
、会
場
を
訪
れ
た

人
た
ち
も
演
奏
に
合
わ
せ
て
歌
い
出
し
、滞
り

な
く
記
念
事
業
を
終
わ
る
こ
と
が
出
来
ま
し

た
。　
　
　
　
　
　
　（
華
道
部
・
田
中 

千
舟
）

未
来
へ
つ
な
ぐ
友
好
の
輪

　
　
　
研
究
生
発
表
会

凄
さ
、大
変
さ
に
驚
き
つ
つ
も
楽
し
み
な
が
ら
時

を
過
ご
し
ま
し
た
。　
　
　
　（
書
道
部・堤 

裕
子
）

久
留
米
市
・モ
デ
ス
ト
市
姉
妹
都
市
締
結
30
周
年
記
念
　

合
同
音
楽
会



仙
樵
忌
茶
会（
大
日
本
茶
道
学
会
）　
　
　
　
　
　
　
　

10
／
6
　
　

（日）
　・
国
分
寺

第
73
回
久
留
米
市
総
合
美
術
展　
　
　
　
　
　

10
／
23
　

（水）
　

〜
11
／
10
　

（日）
　・
久
留
米
市
美
術
館　
１
階

第
53
回
会
員
美
術
展　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

10
／
23
　

（水）
　

〜
11
／
10
　

（日）
　・
久
留
米
市
美
術
館　
１
階

青
木
繁
旧
居「
お
茶
を
楽
し
む
会
」（
江
戸
千
家
）　

10
／
27
　

（日）
　

・
青
木
繁
旧
居

日
本
舞
踊
勉
強
会　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

11
／
10
　

（日）
　・
久
留
米
シ
テ
ィ
プ
ラ
ザ　
久
留
米
座

第
76
回
久
留
米
市
茶
道
連
合
会
法
要
大
茶
会　

11
／
10
　

（日）
　・
梅
林
寺

日
吉
神
社
献
茶（
表
千
家
不
白
流
九
州
支
部
）　
　
　　

11
／
11
　

（月）
　・
日
吉
神
社

第
75
回
西
部
示
現
会
展 　
　
　
　
　
　
　
　
　
11
／
19
　

（火）
　

〜
11
／
24
　

（日）
　・
久
留
米
市
美
術
館　
１
階

詩
の
集
い「
戦
争
と
詩
」 　
　
　
　
　
　
　

  　

11
／
17
　

（日）
　
　・
久
留
米
市
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

第
70
回
桃
青
忌
俳
句
大
会           　
　
　
　
　
　
11
／
16
　
　

（土）
　・
御
井
校
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

第
31
回
賢
順
記
念
全
国
箏
曲
祭　
　
　
　
　
　
11
／
24
　

（日）
　・
久
留
米
シ
テ
ィ
プ
ラ
ザ　
久
留
米
座

第
23
回
ジ
ュ
ニ
ア
青
木
繫
展〈
公
募
・
搬
入
〉　

12
／
9
　

（月）
　

〜
12
／
13
　

（金）
　・
久
留
米
連
合
文
化
会
事
務
局

第
69
回
助
け
合
い
茶
会（
裏
千
家
淡
交
会
久
留
米
支
部
）
　
12
／
15
　

（日）
　・
久
留
米
シ
テ
ィ
プ
ラ
ザ　

J
R
久
留
米
駅　
生
け
花
展
示（
小
原
流
・
草
月
流
・
嵯
峨
御
流
／
毎
週
交
代
）
通
年
　・
J
R
久
留
米
駅
構
内

R
EN

B
U

N
 C

A
LEN

D
A

R
R

EN
B

U
N

 C
A

LEN
D

A
R

◎
日
誌
◎
報
告

　report

2
0
2
4
年（
令
和
6
年
）　
1
月
〜
7
月

◎
芸
術
散
策
◎
行
事
の
お
知
ら
せ

inform
ation

2
0
2
4
年（
令
和
6
年
）　
8
月
〜
12
月

12
／
8
　

（日）
　

・
久
留
米
シ
テ
ィ
プ
ラ
ザ　
久
留
米
座

ド
ク
タ
ー
ブ
ン
ブ
ン

     　

ア
ー
ト
で
あ
そ
ぼ
う
！　

9
／
　

8
　

（日）
　・
久
留
米
シ
テ
ィ
プ
ラ
ザ

ム
ジ
カ・ソ
ナ
ー
レ
・
ア
ン
サ
ン
ブ
ル

     　

第
26
回
演
奏
会

8
／
　

9
　

（金）
　・石
橋
文
化
ホ
ー
ル

杉
並
会
議
西
部
ブ
ロ
ッ
ク　

     　

ト
ラ
イ
ア
ン
グ
ル
コ
ン
サ
ー
ト

10
／
25
　

（金）
　

〜
10
／
28
　

（月）
　・

久
留
米
ビ
ー
ジ
ェ
イ
ガ
ー
デ
ン　
岩
田
屋
6
・
7
・
8
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
前

第
43
回
会
員
華
道
展

洋
楽
部
コ
ン
サ
ー
ト「
音
楽
の
贈
り
物
」            

1
／
　

21
　

（日）
　・文
化
セ
ン
タ
ー
共
同
ホ
ー
ル

久
留
米
謡
曲
連
盟
謡
曲
大
会　
　
　
　
　
　
　
1
／
　

28
　

（日）
　・久
留
米
シ
テ
ィ
プ
ラ
ザ　
久
留
米
座

第
22
回
ジ
ュ
ニ
ア
青
木
繁
展（
展
示
）　　
　
　
1
／
　

29
　

（月）
　

〜
2
／
　

4
　

（日）
　・え
ー
る
ピ
ア
久
留
米　
２
Ｆ

春
の
合
同
役
員
会　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
2
／
　

17
　

（土）
　・ホ
テ
ル
マ
リ
タ
ー
レ
創
世

献
茶
式（
日
本
礼
道
小
笠
原
流
久
留
米
支
部
）　
　
　　

   

2
／
18
　

（日）
　・
高
牟
礼
会
館　
和
室

利
休
忌
茶
会（
大
日
本
茶
道
学
会
）                              　

 
2
／
　

25
　

（日）
　・国
分
寺

Bey
on
d 

t
he 

Bor
ders　
2          　
2
／
　

25
　

（日）
　・久
留
米
シ
テ
ィ
プ
ラ
ザ　
久
留
米
座

第
71
号
久
留
米
文
学
発
刊　
　
　
　
　
　
　
　
3
／
　

1
　

（金）
　 

坂
本
繁
二
郎
生
家
で
お
茶
を
楽
し
む
会（
江
戸
千
家
久
留
米
不
白
会
）      
3
／
　

17
　

（日）
　・坂
本
繁
二
郎
生
家

第
71
回
け
し
け
し
祭 　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
3
／
　

23
　

（土）
　・か
ぶ
と
山

第
42
回
水
墨
画　
心
象
会
展　
　
　
　
　
　

                           

3
／
　

26
　

（火）
　

〜
3
／
　

31
　

（日）
　・久
留
米
市
一
番
街
多
目
的
ギ
ャ
ラ
リ
ー

利
休
忌（
裏
千
家
淡
交
会
久
留
米
支
部
）　　
　
　
　
　
3
／
　

31
　

（日）
　・久
留
米
シ
テ
ィ
プ
ラ
ザ

篠
山
神
社
春
大
祭　
献
茶（
江
戸
千
家
久
留
米
不
白
会
）4
／
　

3
　

（水）
　・篠
山
神
社

第
70
回
茶
道
部
大
茶
会                        　
　
　

  

4
／
　

14
　

（日）
　・久
留
米
シ
テ
ィ
プ
ラ
ザ

玉
垂
宮
献
茶（
表
千
家
不
白
流
九
州
支
部
）　　
　
　

4
／
　

14
　

（日）
　・玉
垂
宮

池
坊
三
瀦
支
部
花
展         　
　
　
　
　
　

   　

4
／
　

19
　

（金）
　

〜
4
／
　

22
　

（月）
　・久
留
米
シ
テ
ィ
プ
ラ
ザ
展
示
室

第
52
回
久
留
米
児
童
合
唱
団　
定
期
演
奏
会　
　

4
／
　

28
　

（日）
　・石
橋
文
化
ホ
ー
ル

高
良
大
社
昭
和
祭
献
茶（
江
戸
千
家
久
留
米
不
白
会
）　
4
／
　

29
　

（祝）
　・高
良
大
社

水
天
宮　
献
茶（
表
千
家
不
白
流
九
州
支
部
）　　
　
　

5
／
　

3
　

（祝）
　・水
天
宮

第
17
回
工
芸
部
作
品
展　
　
　
　
　

      　
　
　
　
　
　
　
　                

5
／
　

14
　

（火）
　

〜
5
／
　

19
　

（日）
　・久
留
米
市
一
番
街
多
目
的
ギ
ャ
ラ
リ
ー

第
50
回 

書
道
部 

書
作
家
展　
　
　
　
　

      　

 

5
／
　

29
　

（水）
　

〜
6
／
　

2
　

（日）
　・久
留
米
市
美
術
館　
１
階

書
道
部
研
究
旅
行　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

6
／
　

10
　

（月）
　・歴
清
者（
広
島
）

第
58
回
仲
縄
忌
俳
句
大
会
　
　
　
　
　
　　

    

6
／
　

27
　

（木）
　・遍
照
院・南
薫
校
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

仲
縄
忌
供
茶
呈
茶（
裏
千
家
淡
交
会
久
留
米
支
部
）　   

6
／
　

27
　

（木）
　・遍
照
院

フ
ジ
タ
バ
レ
エ
研
究
所
第
23
回
研
究
生
発
表
会 

7
／
　

14
　

（日）
　・石
橋
文
化
ホ
ー
ル

青
年
交
流
茶
会（
裏
千
家
淡
交
会
久
留
米
支
部
青
年
部
）学
校
茶
道 

7
／
　

28
　

（日）
　・久
留
米
シ
テ
ィ
プ
ラ
ザ

第
11
回
水
墨
画
部
展　
　
　
　
　
　
　
　

   　

 

7
／
　

23
　

（火）
　・〜
7
／
　

28
　

（日）
　・久
留
米
市
一
番
街
多
目
的
ギ
ャ
ラ
リ
ー

J
R
久
留
米
駅　
生
け
花
展
示（
小
原
流
・
草
月
流
・
嵯
峨
御
流
／
毎
週
交
代
）通
年
　・
J
R
久
留
米
駅
構
内

華
道
嵯
峨
御
流
久
留
米
司
所

創
立
50
周
年
記
念
い
け
ば
な
展

2
／
　

23
　

（祝）
　

〜
2
／
　

25
　

（日）
　・石
橋
文
化
セ
ン
タ
ー
市
民
ギ
ャ
ラ
リ
ー

華
道
家
元
池
坊
久
留
米
支
部

創
立
1
0
0
周
年
記
念
華
展

3
／
　

9
　

（土）
　

〜
3
／
　

10
　

（日）
　・久
留
米
シ
テ
ィ
プ
ラ
ザ　
展
示
室

M
ic
rop
o
d
ium

〜
不
思
議
な
魅
力
に
満
ち
た
ハ
ン
ガ
リ
ー
の
人
形
劇
1
／
　

23
　

（火）
　・石
橋
文
化
会
館　
小
ホ
ー
ル

久
留
米
市・モ
デ
ス
ト
市
姉
妹
都
市

締
結
30
周
年
記
念
合
同
音
楽
会　

5
／
　

25
　

（土）
　・え
ー
る
ピ
ア
久
留
米　
視
聴
覚
ホ
ー
ル

vol.

訃
報（
令
和
6
年
1
月
〜
7
月
）
謹
ん
で
ご
冥
福
を
お
祈
り
致
し
ま
す
。

船
上　
保
芳　
さ
ん　　
（
写
真
部
）　　
　
　
　
　
　
　

令
和
6
年
3
月
12
日

吉
永　
鱗
児　
さ
ん　　
（
文
化
交
流
部
）　
令
和
6
年
5
月
10
日

高
田　
律
子　
さ
ん　　
（
文
化
交
流
部
）　
令
和
6
年
6
月
3
日

表紙／「合唱の思い出話」（撮影　中村 金次）　　‥
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